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あ い さ つ 

 

 

 大変暑い夏が過ぎ去り、やっと秋の気配を感じる季節となり、少しずつ過ごしやすさ

を感じることができるようになりました。しかし、一方では新型コロナウイルス感染症

がまだまだ収束していない状況でありますし、インフルエンザの流行が気になる状況で

もあります。 

 このような状況ではありますが、佐藤清明資料保存会の皆様方におかれましては、公

私ともにご多用の中でも、積極的かつ意欲的に活動を推進していただき、心より感謝申

し上げます。 

 令和５年度においては、４月に里庄町内の小学校５、６年生や中学生全員、及び幼稚

園、小中学校の教職員などに、菊桜育成保存会作成の「佐藤清明ゆかりの菊桜」の冊子

や、リーフレットを寄贈していただきました。 

 また、５月には里庄東小学校の要望により、生宗脩一氏による菊桜の出前授業が、４

年生を対象に行われました。菊桜の成長の過程や、佐藤清明先生について知ることが、

この理科の授業のめあてでした。 

 ８月には山陽新聞で、佐藤清明資料保存会の活動が紹介されました。私は岡山県立美

術館特別展に並ぶ、池田厚子様ゆかりのボンボニエール(小さな菓子器)を見に行きました。

扇形の蓋に刻まれた「お印」の菊桜に見惚れながら、会員皆様方の平素からのご尽力に、

思いを馳せていました。 

 保存会の活動は、菊桜が生育している新たな場所の発見や、佐藤清明先生の情報収集

に関わる資料の記録作成、清明を読む会の開催、菊桜の保存・育成など、多岐にわたる

活動を実施していただき、心から感謝しています。 

 佐藤清明資料保存会として、これからもさらに調査や研究を進めていくことは、大変

なご苦労を伴うことと思います。会員の皆様や関係の皆様方と共に、今後もすばらしい

先人の業績を顕彰し、後世にきちんと伝えていくことが大切であると考えています。会

員の皆様、ご支援やご指導をいただいております関係の皆様、そして町民の皆様方に、

今後とも温かいご支援やご協力を、心よりお願い申し上げます。 

 

令和５年１１月 

佐藤清明資料保存会  

副会長  杉 本  秀 樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

巻頭論考 

年譜による、佐藤清明の情報収集手段と活動記録 

杉井睦保 

１． はじめに 

佐藤家に残された資料は現在、佐藤清明資料保存会によりすべて写真に収められ、実物資料を見な

くても、資料リストを元にしてパソコンで閲覧できる。 

年譜とは、佐藤清明一代の履歴を年代順に記した記録である。資料（写真）を調べて、「清明が〇年

〇月〇日に□△した」ことが分かる「事柄」があれば書き出し、年代順に並べる。年月日は、書籍、

新聞などの印刷物（発行日）、手紙（消印）、写真（撮影日）等として把握できる。又写真の内容から

類推される日付も根拠となる。 

これまでに読み解いた年譜約 1100件によって確認できた佐藤の活動状況を、以下に記す。 

 

２． 情報収集の手段 

情報とは「判断を下したり行動を起こしたりするために必要な知識」と定義される。佐藤は、方言、

民俗学、妖怪、博物学（植物、動物、鉱物）、天然記念物・文化財保護、教育など多分野で活動したが、

必要な知識をどのようにして手に入れたのだろうか。年譜に現れた佐藤の行動から、入手の手段と思

しき事柄（出来事）を選び、表１（表の上段に並んだ情報収集手段Ａ～I）の通りとした。これらの

行動によってどのような知識が得られたかは定かでないが、全体の活動の間に相互作用が働いたこと

は考えられる。 

 

３． 年譜の分析 

情報収集の手段別の件数を、年齢別（５歳刻み）に分けて集計した結果について、表１に示す。内

容と活動の年代は次の通り。 

Ａ１～7：著書抜刷（贈呈される）、新聞、会報、雑誌、手紙、地図など（詳細は表２を参照）。1０～

８０代。 

Ｂ：岡山県国宝重要美術品史蹟名勝天然記念物調査委員会委員（1948.7）、岡山県自然保護会専門委員

（1972.7）などの公職につく。４０～８０代。 

Ｃ：岡山博物同好会（後に岡山県自然愛護協会に変更）。自然観察、文化財見学、接木実習（松、菊桜）、

自然保護士研修などが行われる。４５～７０代。 

Ｅ：教員生活（教諭着任、生徒の入学式、同窓会、文化祭）。生涯続く。 

Ｆ：野外調査。採集動員が初。２５～７０代まで、多くの人と交流。 

Ｇ1～3：写真（県内、県外、人物）。環境や経年変化にさらされる文化財の姿を記録。４０～６５代。 

H：旅行。名古屋（1961.3）、滋賀・富山・新潟（1964.8）、千葉（1967.6）、宮城（1967.8）、愛知（1970.9）、

国内行脚（1964-1972）。５５～６５代。 

Ｉ：著作出版。自著を発信すると、新しい情報が入りやすくなる。２０～３５代に集中し、戦後一時

途絶える。その後４５～７５代。 

 

４． 今後の課題 

① 年譜件数が少ない箇所について、予定した調査が未完であれば完成させる。あるべき活動が洩れ

ていれば追加する。なお、今回の調査が、佐藤家に残された資料が対象なので、外部の資料は含ま

れていない。→以下③項で対応 

② 佐藤清明宛に贈られた著書などの中身を調査し、交友関係を確認する。 

③ 佐藤家以外の所にあった資料の登録：以下のものは、佐藤家資料に準じて収集・登録・保管する。 

・清心学園から入手した資料（学徒動員など佐藤清明が記したもの、紀要等） 

・その他の場所で保管されている佐藤清明に関する資料 



 

 

 

 



 

 



 
 



 

 



 



  



  



 

里庄町立図書館事業 せいめいさんの菊桜を「キーホルダー」に 

令和 5 年 5 月 20 日（土） 

里庄町立図書館視聴覚室 

 

  昨年度に続き開催した小学校児童対

象の事業で、14 名の児童が参加した。   

細かい作業となるため、図書館職員 2

名(司書)・ボランティアの女性グループ

６名に佐藤清明資料保存会のメンバー

も加わり 13 名で対応した。 

児童の応募多数だったが、施設・用

具の都合 14 名(抽選)での開催となった。 

 

作業は、型(モールド)にレジンを流し

入れ、乾燥して整えた菊桜の花を埋め

込む。どの花を選び、どの位置に納め

るかがポイントになるので児童たちも

懸命に取り組んだ。次いで、UV ライト

を当てレジンを固化させ、半固化の状

態でキーホルダー金具の取り付け穴を

開け、金具を取り付け完成となる。 

その際の①作業中に生じた気泡を取り除く、②菊桜の花を型の中央に置く、③花の 

埋め込み後、適量のレジンを添えて形を整える、この 3 点が出来映えを左右する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランディアメンバーは、ほぼマンツーマンで見守りながら、我が子や孫に接するよ

うに対応され、高１の男子も仲のよい弟妹のように･･･。控えめに助言、ときにそっと手

を添えるといった役回りに徹しておられたのが印象的でした。 

 

 

 

 

 



 

第 1回清明を読む会 

 日時；令和 5 年６月 24 日(土）里庄町立図書館視聴覚室 

講師：顧問 木下 浩氏（岡山県立博物館学芸員） 

主題：「里庄の酒造り」 

                                        講師の木下 浩氏 

「里庄はかつて備中杜氏と言われた酒造りのプロフェッショナルを生んだ地でした。 

歴史に埋もれた里庄の備中杜氏たちの姿を掘り起こすことによって、私たちの知ら 

ない近代の里庄のもう一つの姿が見えてきます。」と示唆を頂きました。 

 

里庄町域内の酒造業は、江戸中期に興り、大正 1 年には６軒（正宗酒造・大正酒造・

巴酒造・本磯田商店酒造場・仁科酒造場・荒木酒造里庄分工場）の蔵元があり、昭和

後期には「磯千鳥（本磯田）・里見鶴(仁科)」の 2 軒となり、現在では磯千鳥酒造が

事業を続けている。 

                           里庄の杜氏（酒蔵での一コマ） 

第 2回清明を読む会 

日時：令和 5 年８月 19 日(土）里庄町立図書館視聴覚室 

講師：寺坂 信也氏（奈義町教育委員会生涯学習課副参事） 

演題：「医師井戸泰と奈義町の民俗文化財」 

                       講師：寺坂信也氏 

 

「井戸泰博士」（写真㊧）は、大正時代、ワイル氏病の研究で高く評

価された奈義町出身の医師・細菌学者で、佐藤清明は、『岡山博物史

伝 1』で井戸泰博士の伝記を書き、博士亡き後も実家のある奈義町に

度々訪れ遺族の方々と交流を持ちました 

今年 3 月に奈義町教育委員会が『まんが

ふるさとの偉人－顕微鏡の中の星－医師 

 井戸 泰 博士  井戸泰ものがたり－』を出版されました。

メンバー公募による６人からなる「ふるさとゆかりの偉人まん

が『井戸泰』制作こども検討会」を組織し、登場人物・セリフ・

タイトルにいたるまで子どもたちのアイディアを生かした「公

募から制作にいたる過程」のお話や、その中でのご苦労話など

についてお聞かせいただきました。 

また、寺坂氏が、「井戸泰の資料が少ない中、清明さんの『岡

山博物史伝』が非常に参考になった」と仰ったことも心に残り

ました。加えて、「横仙歌舞伎」「さんぶたろう」など奈義町の

民俗文化財についての紹介も頂き、知見が広がりました。 



 

里庄のせいめいさん展 

令和 5 年 7 月 1 日～8 月 30 日 里庄町立図書館 

①  牧野富太郎からの年賀状    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「里見八景」を知っていますか？･･･民俗学分科会 

小野拙堂･横溝熊市･佐藤元信の三氏が昭和 6 年頃、里庄町大字里見の名勝として八景を選んで

繪葉書「里見八景」を発行した。選定した里見八景は、横溝熊市氏によって撮影された。 

里見八景：西山眺望・天満神社・霊山寺・高岡神社・一本松・艮山・里見富士・広池落雁 

展示では、繪葉書の写真と 90 年の時を経た令和 5 年の今の八景の風景を対比できるよう配置

し解説が添えられた。その間に、天満神社･高岡神社の正面に石の大鳥居が寄進され、湯の池の

一本松は枯死し、はげ山だった西山（虚空蔵山）は、砂防工事による植林や、何度かの山火事を経

て、現在は緑豊かな山容となる等々。佇まいは変わっても、今もそこに住む人々とともにある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資料･「里庄名勝里見八景廻遊記」･･･ 第 89 回里庄歴史勉強会要項(2013.8.26.)から 

         里見八景にかかわった 3 人の内の小野拙堂氏が記し、佐藤元信氏が保管していたも

ので、当時の思いを伝えている。（現在は、佐藤元信氏嫡男・佐藤忠士氏所蔵） 

    標記勉強会の講師は佐藤忠士氏。演題は「里見八景廻遊記と里見の荒神社」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

※ 細谷川  里庄町役場東の町道沿いを流れる新庄川の支流「清水川」に注ぐ小さな川。 

草道   谷底を流れる清水川にそって霊山寺方面に至る旧道。 

西山   里庄東小校歌に謳われる里見地区西に聳える山。現在は虚空蔵山と呼ばれることが多い。 

  桃花爛漫 桃は、昭和 40 年代まで里庄の特産で、春 4 月、丘陵地は全て桃花で埋め尽くされていた。 

       里庄中学校の校歌 (旧校歌) の出だしは「くれない匂ふ桃の花 ･･･ 」だった。 

読み下し文：生宗脩一氏 



 

③ 「1959年撮影の調査現場」（本山寺・甌穴・植物）を今に見る・ 

･･･「天然記念物・文化財」分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇 この展示内容は、山陽新聞の記者の目にとまり、2023年８月16日付の同紙に掲載された。 

 

見出し：「博物学者・佐藤清明氏(里庄出身)顕彰グループ 甌穴・本山寺写真発見 

64年前の旧・柵原町文化財調査」 

記事の内容：佐藤清明と調査活動・ネガ発見の経過・佐藤健治理事のコメント 

 

④ 「せいめいさんの情報収集手段と調査項目」･･･「年譜・教育」分科会 

佐藤清明の調査活動に

ついて、調査項目毎の情

報収集に用いられた手段

時系列で整理し「清明を

読む会」で発表された内

容について精度を高め、

再整理し展示。 

カラー写真は、岡山大

学農学部講師を務めてい

たとき岡山市植物園で撮

影。（撮影年不明） 

モノクロームの写真は、

同大薬学部講師のとき、

吉備路方面での実習時に

撮影されたもの。（1975） 

 

〇 この展示物は、佐藤清 

明の調査活動把握の一 

助として、内容の精査改 

訂を頂き、本号に「巻頭 

論考」として掲載。 

佐藤清明は、1948 年岡山県国宝重要美術品

史蹟名勝天然記念物調査委員会委員に委嘱さ

れ、その後も文化財保護審議会委員として県内

600 ヶ所にも上る調査に拘わった。 

その中、1959 年 8 月 23 日旧・柵原町（現・

美咲町）において、当時の町長・小学校教諭等

5 名と、本山寺を調査し、併せて同町小瀬地区

の吉井川一帯で甌穴の調査と植物の採集を行

った。 

清明が残したネガフィルムから 16 コマを選

び、新たに撮影したものを対比して展示。 

撮影：土岐隆信・稲田多佳子・髙橋達雄・佐藤健治 



 

（公財）福武教育文化振興財団助成事業報告 

 

佐藤清明ゆかりの‘菊桜’を次代に残すための PR活動 

 

小野 礼子   

 

菊桜育成保存会は令和 4 年度に（公財）福武教育文化振興財団から教育文化活動助成

を受けました。提出した報告書を元に昨年度一年間の活動を振り返ります。 

(1) 活動の内容及び経過   

① ‘菊桜’の開花調査 

期間と内容：令和 4 年４月７日～５月１４日 

観察場所：里庄町内４カ所（清明生家・里庄町歴史民俗資料館・高岡神社・貞利家）

は、開花期に毎日会員で分担し観察して観察記録ノートに記入した。それらをまとめた

ものを令和 4 年 9 月に図書館で発表し、その観察記録は、ホームページ上で公開してい

る。町外の 10 か所は、会員が複数回訪問して写真撮影した。 

② ‘菊桜’写真展 

期間：第 1 期/令和 4 年 10 月 1・2・15・16 日                   

第 2 期/令和 4 年 10 月 17 日～30 日 

場所：第 1 期/里庄町歴史民俗資料館玄関ホール  

第 2 期/里庄町立図書館 1 階ロビー 

内容：令和 4 年 4 月撮影の最新の写真。 

③ リーフレット  

一般用 PR リーフレットを製作し 3,000 部印刷。 

オールカラーA4 判二つ折り。県内図書館・町内 

小・中学校‘・菊桜’植栽地などに配布。  

③  児童用の PR 冊子 

 児童用の PR 冊子を作成し、1,400 部印刷。オールカラーB5 判 29 ページ。県内各所 

と、里庄町内の小学 5 年生～中学 3 年生に配布。 

⑤ 岡山大学の‘菊桜’看板更新 令和 4 年 11 月 27 日 

⑥動画「‘菊桜’のおはなし」令和５年３月 20 日 

YouTube公開 長さ10分、公式インスタグラム開設。 

⑦のぼり W600×H1800 布製カラー6 本製作。開花時

に町内・三徳園(岡山市)に立てた。 

 

(2)活動の成果・効果 

① 活動前 活動を始めて４年後の令和 3 年でもまだ‘菊桜’の知名度は低く、植栽地管 

看板更新式の集合写真 

リーフレット表側 



 

理人でも存在を知らないところがあった。会員は地道に‘菊桜’の養生や、写真展など 

の活動を続けていたが、活動に広がりがあまり見られなかった。 

② 成果 助成を受けた令和 4 年度に,上記の活動を一年間切れ目なく行った。 

・冊子の編集・装丁を外部のエディターに依頼したことにより、広い年齢層に受け入れ 

られる読みやすい本邦初の‘菊桜’専門の冊子が出来上がった。 

・ 今回リーフレットや冊子を作成することになり､‘菊桜’についてより詳しく研究で

き、今まで知られていなかった花弁の色の変化や花の仕組みがほぼ解明された。 

・県内の‘菊桜’の調査をすることにより、県内の植栽地の管理者と直接連絡を取り、

交流することができた。その結果、里庄町内外に、私たちが把握していなかった多く

の場所で‘菊桜’が植栽され、今も大切にされていることが分かった。 

・今後、町内の小学校などに‘菊桜’が植樹される予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは「菊桜」という花をご存知でしょうか？桜の栽培品種の一つで、300 枚近

くの花弁がつく全国的にもとても珍しく美しい桜です。里庄町立図書館は、７年前か

ら里庄町出身の博物学者佐藤
さとう

清明
きよあき

（以下清明
せいめい

さん）の業績を顕彰する団体「佐藤清

明資料保存会」の事務局をしています。この菊桜は清明さんが特に愛して普及に努め

た花です。2017 年清明さんが植えた岡山大学構内の菊桜が枯れかけているとの情報

が入り、菊桜を救うため佐藤清明資料保存会の有志が集まりました。大学当局の許可

を得て養生活動を地道に続けました。この活動をきっかけに、清明さんの遺志を受け

継ぎ菊桜の保護・PR を目的とした「菊桜育成保存会」を２年前に立ち上げました。

2022 年には、福武教育文化振興財団から助成を受け、地域の若い人たちにも菊桜の

魅力を知ってもらおうと作ったのが、この小冊子『佐藤清明ゆかりの‘菊桜’』です。 

内容は、１章「菊桜のヒミツ」２章「せいめいさんと菊桜」３章「岡山県の菊桜紹

介」４章「菊桜育成保存会の活動」の４部構成です。 

２章は、清明さんと菊桜の奇跡のストーリーをオリジ 

ナルマンガにしました。菊桜の生態について紹介した日 

本で初めての冊子ではないかと自負しています。2023 年 

4 月に岡山県内の公共図書館に配布させていただいてい 

ます。ぜひご覧ください！ 

（里庄町立図書館 小野礼子） 

 

「岡山県図書館協会会報「岡山のと
しょかん第 135 号」(2023.9 発行)
に掲載」 

 

 

菊桜の小冊子つくりました！ 

佐藤清明ゆかりの‘菊桜’表紙 



 

 

＜編集後記＞ 

  新型コロナウイルス感染症の５類移行にもない社会活動の制限が緩和され、会員各位が雪にしな

る竹の如く蓄えていたエネルギーを解放して、精力的な活動が再開され、その一端がしばしば新聞

で取り上げられて、佐藤清明の人と業績を広く知って頂けることは大変嬉しいことだと思います。 

  本号では、平常に戻った活動を記録するとともに、せいめいさん展の中から、「年譜・教育分科会」

の展示内容を、会員が共有すべき貴重な情報として収録いたしました。収録にあたって内容を精査

してくださった関係者の皆様に感謝申し上げます。          （会報担当･佐藤泰徳） 

山
陽
新
聞
で
、
菊
桜
育
成
保
存
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。（
掲
載
承
認
済
み
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               佐藤清明顕彰特設サイト 
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